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本発表では、統辞計算に可視的な素性を最小化するという指針のもと、英語における格素

性は統辞計算には不要であることを示す。統辞現象を記述・説明するとき、その都度新し

い素性を仮定したのでは、理論は説明力を失ってしまう。そこで、本発表では（少なくと

も日本語・英語に関して）(1)のようなテーゼを立て、これに反するように思われるものは

その必要性を批判的に検討するという研究方針を示す（「阻止素性」については Sorida 2016

を参照）。 

 

(1) 統辞計算に可視的な素性は阻止素性（日本語の格素性、英語の  素性）のみである。 

 

これに従うと、英語の格素性はその（狭義の）統辞計算における必要性は批判的に検討さ

れなければならない。本発表では(i)格付値は一致に付随する操作である(Chomsky 2000を

参照)、(ii)（鎖形成の観点から考えて）統辞部門は相レベルメモリを持つ(特に Chomsky2015

を参照)という 2 点から、英語の格素性は統辞計算には不要であることを示す。さらに、こ

の主張の理論的、経験的帰結も検討する予定である。 
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